


























































































































































D. Scottの『広告の心理学』の心理学的研究，A. W. Shawの心理的側面，社会的側面からの
欲求分類と欲求への影響要因の研究，H. L. Hollingworthの購買に至る心理的プロセスの
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 消費の経済学への関心の高まり（The Growing Interest in the Economics of Consumption） P.21
・ 経済学の始祖A.Smith以前にまで遡って，年代別に研究者を紹介（フランスのJ. B. Say（17），同じくフラ







（17）  Nystromは本著の中で，「セイ（J. B. Say）は,『政治経済学概論』の中で，消費の課題に対して政治経済学上に
重要な位置を与えた最初の著者である」（p.29）としている。
（18）  Nystromは本著の中で，「19世紀に政治経済学の分野でもっとも際立った仕事をしたバスティア（F. Bastiat）
は，『経済調和論』の中で，経済学において消費に第一の主要な位置を与えた」（p.29）としている。

























 消費者の選択 （Consumer’s Choice ） P.51
・ 人間は多くの欲望を持つが，すべてを満たすことはできないので消費者は選択をする。
・ 消費者の選択は，外部の制限と人生が関与し，主観的・客観的状況に影響される。
・ 消費者の商品の選択を変え，支配する主要な要素は，① 基本的欲望，② 購買力，③ 個人の習慣と社会











 消費に対する社会的あるいは公的な姿勢（Social or Public Attitude toward Consumption） P.73
・ 過去150年間は，社会的機関は消費より生産に関わってきた。
選択基準となる個人的条件と動機
 人口と消費 （Population and Consumption） P.95
・ 人口は消費選択の変化要因のひとつで，基本的な需要を決定付ける要因として，人口の郊外化現象，
農業地域人口の低下，出生率の低下，死亡率の低下，移民の抑制などがある。
 富と消費 （Wealth and Consumption） P.128
・ 所得より富のほうが個人の社会的地位を決め，間接的に商品への支出タイプを決める。
・ 富はしばしばその富を増大するための強い動機（インセンティブ）となる。


















 家計費研究の歴史と発展 （History and Development of Family Budget Studies） P.215


























（22）  生涯の周期 “the cycle of life”について，Nystromは，本著p.307で，ロウントリーを取り上げて紹介している。；
Rowntree, Herbert Seebohm, Poverty A Study of Town Life , 1901. これは後に，Stanton, Wiliam J. and Charles 








  食品 （Food）／衣料品 （Clothing）／住宅 （Housing）／家具と家事 （Home Furnishings and Home 






 消費者需要の指標と基準 （Measure and Indexes of Consumer Demand） P.508
・ 所得，価格水準，生活費，景気の変化などの影響による消費の変化をデータ分析し，消費の原理を導い
ている。
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る（Holbrook and Hairshman,1982）。― これに対して，消費の概念を拡張し，消費者研究がプロダクトの獲
得，使用，廃棄に関わるすべての行動を含むと主張したのは，ジャコビー（Jacoby, 1975 ,1978）やシェス （J. 
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〔抄　録〕
本論は，サービス経済化の進行する中で，産業的にも社会経済的にもウエイトが高まり
つつある小売・サービス業の独自の消費者研究の必要性を提示することを目的とする。
本稿では，これまで生産志向のマーケティング研究が進行する中で，その製品をさばく
受け皿的な役割を果たしてきた小売業の経営革新の実態を振り返り，顧客との接触空間で
の活動に収益源を求める小売・サービス業の経営特質を指摘する。そのうえで製造業を中
心として進めてきた感のある消費者行動研究の系譜を概観するとともに，小売業の経営研
究の嚆矢であるNystromの消費と消費者研究を再訪し，顧客と直接接触する小売・サービ
ス業の消費者行動研究の視座を提示する。
第1章では，小売業の進化と消費行動研究の課題，第2章では，Nystromの消費と消費者
研究からの示唆，第3章では，小売・サービス業の消費者研究の意義と視座を提示し，小
売業・サービス業と呼ばれるサービス産業の経営における独自の消費者研究の視座を提示
する。
